
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
や
心
安
ら
ぐ
家
庭

で
自
立
し
た
生
活
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
…
。
市
は
、
高
齢
者

施
策
の
指
針
と
な
る
「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
」
を
見
直
し
、
新
た
な
５
か
年
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が
住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
「
生

き
生
き
と
し
た
ふ
れ
あ
い
の
都
市
」
を
め
ざ
し
て
、
積
極
的
に

施
策
を
推
進
し
ま
す
。

階
）
や
回
復
期
に
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
た

め
の
病
院
を
整
備
し
、
こ

こ
を
中
心
に
各
関
係
機
関

が
連
携
す
る
地
域
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
を
つ
く
り
ま
す

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

と
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯

の
健
康
状
態
に
関
す
る
調

査
を
行
い
、
家
庭
訪
問
を

中
心
と
し
た
保
健
事
業
に

取
り
組
み
ま
す

郵
便
局
員
が
、
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
を
訪
問

し
、
安
否
を
確
認
す
る
サ

ー
ビ
ス
を
導
入
し
ま
す

グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
（
身

の
回
り
の
こ
と
が
で
き
る

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
高

齢
者
５
〜
９
人
が
身
体
機

能
の
低
下
を
お
互
い
に
補

い
な
が
ら
、
家
庭
的
な
雰

囲
気
の
中
で
共
同
生
活
を

行
う
施
設
）
の
整
備
を
進

め
ま
す

高
齢
者
が
安
心
し
て
福
祉

用
具
や
住
宅
改
修
の
適
正

な
利
用
が
で
き
る
よ
う

に
、
事
業
者
協
議
会
の
設

置
と
相
談
員
制
度
導
入
を

検
討
し
ま
す

援
護
の
必
要
な
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
で

は
、
い
つ
ま
で
も
生
き
生
き

と
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
そ

の
支
援
策
な
ど
を
、
介
護
保

険
事
業
計
画
で
は
、
保
険
料

を
見
直
す
と
と
も
に
制
度
を

よ
り
よ
く
利
用
し
て
も
ら
う

た
め
の
方
策
な
ど
を
定
め
て

い
ま
す
。

本
市
は
平
成
14
年
10
月

に
、
人
口
に
対
し
て
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
割
合
が
14
パ

ー
セ
ン
ト
を
超
え
、
高
齢
社

会
に
入
り
ま
し
た
。
国
に
よ

る
と
、
平
成
27
年
に
は
国
民

の
４
人
に
一
人
が
65
歳
以
上

と
い
う
超
高
齢
社
会
を
迎
え

る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
計
画
の

期
間
（
15
〜
19
年
度
）
で
は
、

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
者

の
人
数
が
高
齢
者
人
口
の
伸

び
を
上
回
っ
て
増
加
し
て
い

く
と
推
計
し
て
い
ま
す
（
図

１
・
２
）。

新
規
の
施
策
や
取
り
組
み

の
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

急
性
期
（
治
療
の
初
期
段

体
の
弱
い
高
齢
者
が

生
き
生
き
と
暮
ら
す
た
め

高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
の
内
容
　

援
セ
ン
タ
ー
を
中
核
と
す

る
「
地
区
高
齢
者
地
域
ケ

ア
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係

者
の
連
携
を
強
化
、
地
域

内
で
高
齢
者
を
支
援
す
る

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す

食
生
活
の
面
か
ら
市
民
の

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む

た
め
「（
仮
称
）
船
橋
市

食
生
活
改
善
推
進
員
」
制

度
を
つ
く
り
、
地
域
に
密

着
し
た
食
生
活
の
改
善
活

動
を
推
進
し
ま
す

４
館
目
と
な
る
西
部
保
健

セ
ン
タ
ー
を
17
年
度
に
開

設
し
ま
す

増
え
つ
つ
あ
る
高
齢
者
へ

の
虐
待
に
つ
い
て
、
早
期

発
見
・
早
期
対
応
、
緊
急

一
時
保
護
シ
ス
テ
ム
、
地

域
住
民
へ
の
意
識
の
啓

発
、
情
報
の
一
元
管
理
な

ど
の
問
題
に
取
り
組
む
た

め
、
総
合
的
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
早
急
に
つ
く
り
ま

す
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高齢者保健福祉計画
介護保険事業計画

65歳以上の人口
要介護認定者数
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12
年
度
を
100
と
し
た
と
き
の
指
数 

要介護認定者数の実績と見込み （図1）

介護サービス利用者の実績と見込み （図2）
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高齢者福祉課 436-2352

ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
整
備
を

進
め
ま
す

国
が
進
め
る
「
健
康
日
本

21
」
を
踏
ま
え
た
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
基
本
指
針

を
作
成
し
、
効
果
的
な
健

康
増
進
、
予
防
医
学
を
推

進
し
ま
す

学
習
、
趣
味
、
ス
ポ
ー
ツ
、

社
会
活
動
を
通
し
て
生
き

が
い
づ
く
り
を
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

老
人
大
学
等
と
の
交
流
や

参
加
の
機
会
拡
大
を
図
る

と
と
も
に
、
地
域
交
流
の

場
を
提
供
し
ま
す

高
齢
者
に
や
さ
し
い
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す

地
域
に
あ
る
在
宅
介
護
支

行
政
と
地
域

関
係
団
体
と
の
連
携
を

高
齢
者
が
健
や
か
に

暮
ら
す
た
め
に

いつまでも生き生きと暮らせるようにいつまでも生き生きと暮らせるように

老人大学の陶芸学科の授業で老人大学の陶芸学科の授業で老人大学の陶芸学科の授業で

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

整
備
を
進
め
ま
す

現
在
の
８
９
５
床
に
加

え
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る

４
６
８
床
の
整
備
を
進
め

ま
す
。
中
核
市
移
行
に
伴

い
社
会
福
祉
法
人
の
設
立

と
そ
の
法
人
が
設
置
す
る

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

認
可
や
、
社
会
福
祉
法
人

等
に
対
す
る
指
導
・
監
査

の
権
限
が
移
譲
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
整
備
に
要
す

る
費
用
で
は
、
国
の
３
分

の
２
に
加
え
、
中
核
市
と

し
て
３
分
の
１
を
補
助
し

ま
す
。
社
会
福
祉
法
人
等

が
適
切
な
施
設
の
経
営
が

可
能
か
な
ど
を
十
分
に
審

査
し
整
備
を
進
め
ま
す
。

本
当
に
必
要
な
人
が
優
先

的
に
入
所
で
き
る
よ
う

に
、
市
内
す
べ
て
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
共
通

の
点
数
に
よ
る
基
準
を
設

け
て
、
入
所
順
位
を
決
定

し
ま
す
（
４
月
か
ら
実
施
）

通
所
や
一
時
的
入
所
の
サ

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画は出張所、公民館、図書館、老人福祉センター、市役所11階の行政資料室で閲覧できるほ
か、市のホームページで概要をご覧になれます



65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険

料
は
、
平
成
15
年
度
か
ら
17
年

度
の
３
年
間
の
保
険
給
付
額
の

今
後
３
年
間
の

介
護
保
険
料
を
改
定

見
込
み
と
負
担
割
合
に
よ
っ
て

決
ま
り
ま
す
。
給
付
総
額
は
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
条
件
や

環
境
が
整
え
ば
増
大
し
、
そ
れ

は
介
護
保
険
料
引
き
上
げ
の
大

き
な
要
因
と
な
り
ま
す
（
図

１
・
２
）。

市
は
、
高
齢
者
人
口
や
サ

ー
ビ
ス
利
用
量
の
増
加
か

ら
、
65
歳
以
上
の
人
の
介
護

保
険
料
を
基
準
月
額
３
０
０

０
円
と
し
ま
し
た
。
介
護
保

険
事
業
財
政
調
整
基
金
か
ら

約
７
億
７
７
０
０
万
円
を
取

り
崩
す
こ
と
と
し
、
引
き
上

げ
額
を
１
５
０
円
に
抑
え
ま

し
た
（
表
１
）。

ま
た
、
所
得
の
低
い
人
の
介

護
保
険
料
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
所
得
階
層
別
保
険
料
を

５
段
階
か
ら
６
段
階
に
移
行
し

ま
す
。

第
１
・
第
２
段
階
の
負
担
割

合
を
０
・
０
５
ず
つ
引
き
下
げ

る
と
と
も
に
、
新
た
に
第
６
段

階
の
負
担
割
合
を
１
・
８
に
設

定
し
ま
し
た
。
変
更
に
な
っ
た

保
険
料
の
納
付
額
は
、
６
月
初

め
に
発
送
す
る
納
付
通
知
書
で

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

特
別
な
理
由
が
な
く
介
護
保

険
料
を
滞
納
す
る
と
介
護
費
用

を
一
旦
全
額
自
己
負
担
し
た

り
、
自
己
負
担
が
１
割
か
ら

３
割
に
な
る
な
ど
の
給
付
制

限
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
保
険
料
の
納
め
忘
れ

に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
が
低
い
人
へ
の

対
策
と
し
て
、
本
市
で
は
第

１
・
第
２
段
階
の
人
に
対
し
保

険
料
の
減
額
と
利
用
者
負
担
の

助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

国
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か

る
費
用
単
価
（
介
護
報
酬
）
を

見
直
し
、
全
体
で
２
・
３
パ
ー

セ
ン
ト
減
（
在
宅
で
０
・
１
パ

ー
セ
ン
ト
増
、
施
設
で
４
・
０

パ
ー
セ
ン
ト
減
）
の
改
定
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
訪
問
介
護
、
通

所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
な

ど
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の

負
担
が
増
加
し
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
施
設
サ
ー
ビ
ス

の
負
担
は
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

（
表
２
）。

ま
た
、
訪
問
介
護
が
「
身
体

介
護
」「
家
事
援
助
」「
複
合
型
」

の
３
種
類
か
ら
「
身
体
介
護
」

「
生
活
援
助
」
の
２
種
類
に
統

合
さ
れ
て
、「
通
院
等
の
た
め

の
乗
車
又
は
降
車
の
介
助
」
が

介
護
報
酬
の
見
直
し

新
設
さ
れ
る
な
ど
、
介
護
保
険

法
施
行
後
３
年
の
実
績
を
踏
ま

え
、
報
酬
体
系
の
見
直
し
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
と
円
滑
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
図
り
、
よ
り
よ
く
利
用
し

て
も
ら
う
た
め
、
次
の
よ
う
な

事
業
を
計
画
に
定
め
て
い
ま
す
。

①
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
リ
ー

ダ
ー
活
動
支
援
事
業
　
　
　
　
　

介
護
保
険
制
度
で
、
中
心
と

な
っ
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
個
別
指
導
や
活
動
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
保
健
、
医
療
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
地
域

や
関
係
機
関
と
の

連
携
体
制
の
構
築

な
ど
を
担
う
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
、

配
置
を
進
め
ま
す
。

②
介
護
相
談
員

派
遣
事
業

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
等
の
入
所

者
等
か
ら
直
接
相

談
、
希
望
、
苦
情

な
ど
を
聴
き
取

り
、
必
要
に
応
じ

て
施
設
側
と
意
見

交
換
し
、
サ
ー
ビ

保
険
給
付
の
円
滑
な

提
供
を
図
る
た
め
の
事
業

ス
の
改
善
を
図
る
も
の
で
す
。

一
定
の
養
成
研
修
を
受
け
た
人

を
派
遣
し
ま
す
。

③
第
三
者
評
価
へ
の
取
組
み

第
三
者
に
よ
る
評
価
は
、
利

用
者
が
必
要
な
情
報
を
得
て
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る
こ

と
、
ま
た
、
事
業
者
は
こ
の
評

価
を
受
け
て
具
体
的
な
問
題
点

を
把
握
し
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

結
び
つ
け
る
こ
と
な
ど
大
き
な

利
点
が
あ
り
ま
す
。
事
業
者
の

自
己
評
価
な
ど
必
要
な
こ
と
を

実
施
し
た
う
え
で
第
三
者
評
価

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

④
住
宅
改
修
費
の
受
領
委
任

払
い
制
度
の
導
入

利
用
者
が
９
割
分
を
立
て
替

え
て
い
た
た
め
、
一
時
的
な
負

担
が
大
変
な
こ
と
か
ら
、
市
に

登
録
し
た
事
業
者
と
契
約
す
る

場
合
に
、
利
用
者
は
事
業
者
に

１
割
分
を
支
払
い
、
９
割
分
は

市
か
ら
登
録
事
業
者
に
支
払
う

方
法
を
採
り
入
れ
、
４
月
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た

め
に
は
、
要
介
護
の
認
定
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
認
定
調
査
に
つ

い
て
は
、
心
身
の
状
況
並
び
に

介
護
の
状
況
を
伺
っ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
「
元
気
で
痴
ほ

う
の
あ
る
高
齢
者
」
に
対
す
る

要
介
護
度
が
低
く
判
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
国
に
お
い
て
見
直

し
が
行
わ
れ
、
適
正
な
判
定
が

で
き
る
よ
う
、
調
査
項
目
が
変

更
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
４
月
１
日
の
申
請
者

か
ら
適
用
し
て
い
ま
す
。

認
定
調
査
項
目
が

変
更
さ
れ
ま
し
た
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保
険
料
を
見
直
し

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
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65歳以上（1号）
の人の保険料
　22.0％

40～64歳（2号）
の人の保険料
 32.0％

県の負担金
　12.5％

市の負担金
　　　12.5％

調整交付金 1%
65歳以上（1号）
の人の保険料
　22.0％

40～64歳（2号）
の人の保険料
 32.0％

国の負担金
　20.0％
国の負担金
　20.0％

県の負担金
　12.5％

市の負担金
　　　12.5％

調整交付金 1%
平成15～17年度までの財源内容 （図1）
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給付総額の見込み（図2）

　階層区分（所得に応じた保険料徴収区分）

1段階

2段階

3段階

4段階

5段階

6段階

　負担割合

基準額×0.45

基準額×0.7

基準額

基準額×1.25

基準額×1.5

基準額×1.8

年額保険料

16,200円

25,200円

36,000円

45,000円

54,000円

64,800円

月額保険料

1,350円

2,100円

3,000円

3,750円

4,500円

5,400円

生活保護世帯等

住民税非課税世帯

住民税課税世帯で本人は非課税

本人の前年の合計所得額が200万円未満
本人の前年の合計所得額が
　　　　　 200万円以上500万円未満
本人の前年の合計所得額が500万円以上

平成15～17年度の保険料額 （表1）

　　　　サービスの種類

訪問介護（身体介護1時間未満）
通所介護（デイサービス）
通所リハビリテーション
短期入所生活介護（ショートステイ）
短期入所療養介護（ショートステイ）
痴ほう対応型共同生活介護（グループホーム）
介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）
介護老人保健施設（老人保健施設）
介護療養型医療施設（療養病床等）

410円
657円
703円
994円
1,098円
843円

48,235円
51,362円
58,861円

負担額（15年度）

居
宅
サ
ー
ビ
ス

施
設
サ
ー
ビ
ス

自己負担のめやす （表2）
（要介護3の人が利用した場合に支払う自己負担額）

※居宅サービスは1回あたり、施設サービスは1か月の額です
※利用者が多いサービス、介護報酬が特に変わったサービスを記載

　　区　分
65歳以上の人口
要介護認定者数
（うち第2号被保険者）
　　要支援
　　要介護1
　　要介護2
　　要介護3
　　要介護4
　　要介護5
第1号被保険者の出現率
施設サービス利用者数
居宅サービス利用者数
サービス利用者総計

16年度　

88,054　
10,596　
（577）
1,104　
3,258　
2,092　
1,262　
1,509　
1,371　
11.38％ 
1,994　
6,393　
8,387　

15年度　

83,487　
9,395　
（506）
931　
2,795　
1,881　
1,193　
1,353　
1,242　
10.65％ 
1,878　
5,597　
7,475　

17年度　

92,619　
11,863　
（648）
1,289　
3,753　
2,313　
1,331　
1,672　
1,505　
12.11％ 
2,157　
7,204　
9,361　

18年度　

97,186　
13,198　
（719）
1,487　
4,279　
2,545　
1,399　
1,844　
1,644　
12.84％ 
2,359　
8,033　
10,392　

19年度　

101,752　
14,598　
（791）
1,696　
4,836　
2,786　
1,467　
2,024　
1,789　
13.57％  
2,572　
8,900　
11,472　

介護サービスの利用者数等の推計表 （単位：人）

介護保険については、地域の在宅介護支援センターでも相談できます
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